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図 4.1 : 読み取り可能な立体的なQRコード ( 文献 [15]より抜粋)



























図 4.3 : ステレオカメラの測距原理








































3D情報を取得できる状況を仮定する．利用時のフローを図 4.5に示す. ユーザーは 3DQR











































メラから図 5.2中 1⃝までの距離を 1000mmとり， 1⃝， 2⃝， 3⃝の間隔を 10mmとした．そして
1⃝- 2⃝間の 10mm， 1⃝- 3⃝間の 20mmの距離の差を，ToFカメラの測距データをもとに判別で
きるかを検証した． 1⃝， 2⃝， 3⃝に対応する画素の座標と測距データを表 5.1に示す．測距デー







30回分の測距データに着目したとき， 1⃝- 2⃝間， 1⃝- 3⃝間は 30回とも前後関係を判別でき
ていた．しかし， 2⃝と 3⃝の前後位置を正確に判別できたのは 30回中 24回であり， 2⃝， 3⃝の
測距データから算出した間隔が 10mmを超えたものは 21回であった．すなわち，連続で測




図 5.2 : 左：作成した測距対象，右：正面から撮影した図
表 5.1 : 1⃝, 2⃝, 3⃝の測距結果









を踏まえ，作成した対象物の 1⃝～ 16⃝には，カメラから見て手前にあるか奥にあるかという 2
種類の 3D情報を付加している．確実にそれぞれの積み木の前後関係を測定するために，3D
情報の間隔を 20mmにした．本実験はそれぞれの測距データをもとに 1⃝～ 16⃝の積み木の前後
関係を判別することが目的である．ToFカメラで積み木を測距可能な最も近い距離が 750mm
であったため，ToFカメラから 750mm離れた地点に積み木の手前部分がくるように設置し
た．撮影した画像では，積み木の 1面，20mm四方の四角形は 1辺あたり約 8×8画素割り当
てられており，測距結果を十分に取得できるだけの画素数がある事を確認した．
図 5.3 : 左：積み木を使用した測距対象，右：正面から撮影した図
図 5.3右における赤枠内が，カメラから 750mmの距離に位置しており，それ以外の積み
木は 770mmの距離に位置している．計測を行った座標と測距データを図 5.4に示す．図 5.4
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図 5.4 : 4×4個四方の積み木の測距結果




6⃝の 753mmに近い値を持つ積み木を手前， 7⃝の 765mmに小さい値を持つ積み木を奥にある
という判断基準のもと， 1⃝～ 16⃝の前後関係を判別した．結果は 4⃝を除き，15箇所の積み木の
3D情報を取得することができた．ToFカメラの撮影画像の中央から離れた箇所が短く測距
される傾向があることについて先も触れたが， 4⃝， 9⃝，13⃝，16⃝は実際の距離より約 20mm短
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